
2016春闘共闘会議議長に就任した森本会長

共闘会議の課題や取り組みを参加者全員で確認

四国各県・連合本部から３７人が参加

運
動
の
継
続
と
し
て
の「
２
％
程
度
基
準
」を
設
定

２
０
１
６
春
闘
す
べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
を
改
善
！

２
０
１
６
春
闘
の
課
題
や
認
識
の
共
有
化
を

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
生
活
闘
争
推
進
会
議

2016春季生活闘争行動日程

すべての働く者の処遇改善！
「底上げ・底支え」「格差是正で
経済の好循環実現！　　　　

すべての働く者の処遇改善！
「底上げ・底支え」「格差是正で
経済の好循環実現！　　　　

2月16日（火）　　　　
 「連合白書」学習会（労働福祉会館別館5階ホール）
2月20日（土）～21日（日）　
徳島県中小労働対策本部第25回定期総会・一泊研修会（阿波観光ホテル）
３月４日（金）　　
2016春季生活闘争勝利３・４徳島県総決起集会（藍場浜公園）
３月13日（日）
2016syuntoふれあいファミリーデー（あすたむランド）

◎

◎

◎

◎

　

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
は

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是

正
」の
実
現
を
通
じ
て「
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
」「
経
済
の
好
循
環

実
現
」
を
め
ざ
す
闘
争
と
位
置

づ
け
、
徳
島
市
阿
波
観
光
ホ
テ

ル
で
12
月
10
日
に
２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争
徳
島
県
共
闘
会
議

発
足
総
会
が
開
か
れ
、
各
構
成

組
織
か
ら
60
人
が
参
加
し
た
。

　

吉
野
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
宮
本
中
小
労
働
対
策
本
部

議
長
が
総
会
議
長
に
選
出
さ
れ

た
。
主
催
者
を
代
表
し
森
本
会

長
が
「
２
０
１
６
春
季
生
活
闘

争
は
、『
総
合
生
活
改
善
闘
争
』

の
位
置
づ
け
の
も
と
、
国
民
生

活
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
た

め
、
日
本
経
済
の
『
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
』
と
『
経
済
の
好
循

環
実
現
』
の
た
め
に
は
す
べ
て

の
働
く
者
の
賃
金
の『
底
上
げ
・

底
支
え
』
と
『
格
差
是
正
』
の

実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
月
例
賃
金
の
改
善
に

こ
だ
わ
る
取
り
組
み
を
継
続

し
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
で
働

く
仲
間
や
、
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
向
け
、
よ
り
主
体

的
な
闘
争
を
進
め
、大
手
追
従
・

大
手
準
拠
な
ど
の
構
造
を
転
換

す
る
運
動
に
挑
戦
す
る
。」
と

あ
い
さ
つ
。

　

総
会
方
針
は
島
事
務
局
長
が

提
案
。
２
０
１
６
春
季
生
活
闘

争
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

全
体
は
月
例
賃
金
の
改
善
に
こ

だ
わ
る
取
り
組
み
が
運
動
の
継

続
と
し
て
２
％
程
度
を
基
準
と

す
る
賃
上
げ
要
求
水
準
を
設
定

し
、
定
期
昇
給
相
当
分
（
賃
金

カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）
を
含
め

れ
ば
、４
％
程
度
と
な
る
。ま
た
、

中
小
共
闘
に
お
い
て
は
、
個
別

賃
金
の
絶
対
値
に
こ
だ
わ
り
、

賃
金
要
求
は
額
で
行
う
こ
と
と

　

２
０
１
６
春
闘
に
む
け
て
、

連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
生
活

闘
争
推
進
会
議
は
１
月
15
日
、

高
知
市
の
ホ
テ
ル
三
翠
園
で
開

か
れ
、
四
国
各
県
・
連
合
本
部

か
ら
37
人
が
参
加
し
た
。

　

本
会
議
は
毎
年
春
闘
前
に
開

催
さ
れ
、
春
闘
方
針
・
中
小
共

闘
方
針
・
非
正
規
共
闘
方
針
に

つ
い
て
課
題
や
認
識
を
共
有
化

す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　

山
本
連
合
副
事
務
局
長
・
非

正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
総
合
局
長

か
ら
は
「
職
場
で
非
正
規
労
働

者
の
組
織
化
や
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
に
先
頭
に
立
て
る
の

は
、
労
働
組
合
し
か
な
い
。」と

挨
拶
し
た
う
え
で
、
職
場
・
地

域
か
ら
運
動
を
広
げ
よ
う
と
、

非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
。ま
た
、須
田

総
合
労
働
局
長
か
ら
２
０
１
６

年
春
闘
の
課
題
・
方
針
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。続
い
て
、各
県

の
中
小
・
非
正
規
の
取
り
組
み
、

２
０
１
６
春
闘
方
針（
案
）が
報

告
さ
れ
、
質
疑
・
意
見
交
換
・

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

今
春
闘
は
す
べ
て
の
働
く
者

の
処
遇
改
善
で
、
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
、
経
済
の
好
循
環
実
現

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を
、
参

加
者
全
員
で
確
認
す
る
推
進
会

議
と
な
っ
た
。

し
、
連
合
「
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運

動
」
の
結
果
か
ら
算
出
し
た
１

年
・
１
歳
間
差
４
５
０
０
円
と
、

賃
上
げ
分
６
０
０
０
円
を
合
計

し
た
１
０
５
０
０
円
以
上
と
し

た
。
ま
た
、
生
活
可
能
な
賃
金

水
準
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
、

「
連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
」

に
も
と
づ
き
、「
最
低
到
達
水

準
」
を
設
定
す
る
。
非
正
規
労

働
者
の
時
給
引
き
上
げ
要
求
水

準
に
つ
い
て
は
、「
誰
も
が
時

給
１
０
０
０
円
」
を
掲
げ
る
と

と
も
に
、
37
円
の
時
給
引
き
上

げ
を
要
求
水
準
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
と
り
わ
け
、
中
小
・
地

場
組
合
の
早
期
妥
結
に
向
け
て

構
成
組
織
間
に
密
接
な
共
闘
体

制
と
連
携
、
情
報
公
開
を
進
め

て
い
く
こ
と
等
を
説
明
。
具
体

的
に
は
、①
賃
金
制
度
の
確
立
・

整
備
と
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の

確
保
に
向
け
た
闘
い
の
強
化
②

職
場
の
非
正
規
労
働
者
を
含
め

た
全
て
の
働
く
者
を
対
象
と
し

た
賃
金
・
労
働
条
件
等
の
処
遇

改
善
の
交
渉
実
施
③
企
業
内
最

低
賃
金
協
定
の

締
結
と
水
準
の

引
き
上
げ
④
月

例
賃
金
の
引
き

上
げ
に
こ
だ
わ

り
つ
つ
、
年
収

確
保
の
観
点
も

含
め
た
水
準
の

向
上
・
確
保
⑤

労
働
時
間
の
縮

減
、
時
間
外
・

休
日
労
働
の
割

増
率
の
引
き
上

げ
等
を
、
す
べ

て
の
組
合
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
以
降
の
行
動
計

画
や
闘
争
体
制
な
ど
も
確
認

し
、
森
本
会
長
が
共
闘
会
議
議

長
に
就
任
し
た
。
矢
鳴
副
会
長

の
閉
会
挨
拶
後
、
森
本
共
闘
会

議
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

発
足
総
会
を
終
了
し
た
。
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連合公式Facebook
単組・支部へ

周知・拡散のお願い

連合メールマガジン
登録のお願い

２
０
１
６
活
動
方
針
満
場
一
致
で
承
認

２
０
１
６
活
動
方
針
満
場
一
致
で
承
認

２
０
１
６
活
動
方
針
満
場
一
致
で
承
認

新任の島執行委員長団結ガンバロウ島執行委員長から下村執行委員長に組合旗贈呈

４０人が参加、意思統一 森本会長が県選管に意見書を提出

相談ダイヤル利用を宣伝

新
執
行
委
員
長
に
島
連
合
徳
島
事
務
局
長
選
出

組
織
拡
大・組
織
強
化
に
向
け
、地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
を

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
駅
前
街
宣
行
動

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
駅
前
街
宣
行
動

第
２４
回
参
議
院
選
挙
勝
利
へ
意
思
統
一

徳
島
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
労
働
組
合
を
結
成

大学・商業施設等に期日前投票所を
─連合徳島が県選管に要望─

〜
全
国
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

新
執
行
委
員
長
に
島
連
合
徳
島
事
務
局
長
選
出

会長のテレビ出演等の通知や各種
集会・行動等の告知を行います。
インターネット選挙運動の解禁に
より、参議院の本番期間における
選挙活動においても情報発信が可
能となります。

「連合メールマガジン（通称：ユ
ニマガ）」は、単組・支部や職場
など組織の隅々まで連合運動を伝
え、つなげていくため、連合から
の情報を直接手元に届けることを
目的に行っています。

 役　　職

委　員　長

副 委 員 長

事 務 局 長

事務局次長

 幹　　事

 幹　　事

 幹　　事

 幹　　事

 幹　　事

 幹　　事

 幹　　事

　　名　 前

小　畑 　文　人

桑　原 　将　司

菖　蒲 　智　之

近　藤 　俊　英

志　築 　勇　太

川　満  　  出

小　石 　和　平

横　井 　裕　輔

山　田 　雄　作

佐々木　 崇　志

濱　垣   　　 謙

構 成 組 織

四国電力総連

電 機 連 合

自 治 労

Ｊ Ｐ 労 組

全 水 道

UAゼンセン

国 公 総 連

J 　 A 　 M

農 協 労 連

全 国 一 般

四国労金労組

  

連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
第

７
回
定
期
大
会
が
２
０
１
５
年

12
月
13
日
に
連
合
徳
島
会
議
室

で
開
か
れ
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
に

加
盟
す
る
労
働
組
合
、
連
合
徳

島
構
成
組
織
か
ら
15
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、森
本
委
員
長
か
ら「
連

合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
は
、
一

人
で
も
加
入
で
き
る
組
合
で
あ

る
。連
合
徳
島
は
、
組
織
拡
大
・

組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
２
年

間
の
拡
大
目
標
を
８
０
０
０
人

と
定
め
て
取
り
組
む
。そ
の
一

つ
の
き
っ
か
け
と
も
な
る
『
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
』
に
も
継
続

し
て
対
応
す
る
。連
合
徳
島
が

地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
月
１
回
以
上
の
街
宣
行

動
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
な
が
ら
存

在
感
・
発
信
力
を
高
め
て
い
く
。

２
０
１
５
年
は
地
域
ユ
ニ
オ
ン

に
と
っ
て
久
々
の
新
規
加
入
組

合
が
出
来
た
。ま
た
、本
定
期
大

会
終
了
後
、
新
た
に
労
働
組
合

結
成
大
会
を
行
い
、
今
年
度
２

つ
目
の
新
規
加
盟
と
な
る
。」と

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
、
活
動
報

告
、会
計
報
告
を
一
括
報
告
し
、

活
動
方
針
、
新
役
員
体
制
等
を

提
案
さ
れ
、
参
加
者
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
執
行
委
員
長

に
島
連
合
徳
島
事
務
局
長
、
執

行
委
員
に
６
月
結
成
加
盟
し
た

ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
の
関
口
執
行
委
員
長
が

選
出
さ
れ
た
。

　

全
国
一
斉
・
連
合
「
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〜
こ
れ
っ
て

も
し
か
し
て
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
！
？
」
を
周

知
す
る
街
宣
行
動
は
12
月
９
日

に
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
行
い
、
各

構
成
組
織
か
ら
10
人
が
参
加

し
、
街
頭
宣
伝
と
ビ
ラ
を
配
布

し
た
。

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
12
月
10
日

か
ら
11
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
賃
金

 

連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
第

７
回
定
期
大
会
終
了
後
、
徳
島

ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
労
働
組
合

結
成
大
会
を
行
い
、
徳
島
ペ
プ

シ
コ
ー
ラ
販
売
で
働
く
仲
間
お

よ
び
連
合
徳
島
か
ら
15
名
が
参

加
し
た
。

 

冒
頭
、
新
し
く
就
任
し
た
島

執
行
委
員
長
か
ら
「
連
合
は
、

全
国
で
加
盟
組
合
員
が
６
８
２

万
人
余
り
、
徳
島
県
で
は
、
３

万
３
千
弱
が
加
盟
し
て
い
る
日

本
最
大
の
労
働
組
合
の
連
合
体

で
あ
る
。
現
在
、
目
指
す
べ
き

社
会
像
と
し
て
『
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
』
を
提
起

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
も
、
社
会
の
公
正
を
追

い
求
め
、
組
合
員
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
人
々

と
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
行
く
。
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
全
国
一
般
徳

島
地
方
労
働
組
合
原
田
執
行
委

員
長
か
ら
「
『
労
働
三
権
』

（
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
団

体
行
動
権
）
は
憲
法
で
保
障
さ

れ
、
労
働
組
合
は
、
労
働
者
が

団
結
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
自
由
に
つ
く
れ
る
。
個
人

で
会
社
に
交
渉
し
て
も
相
手
に

し
て
く
れ
な
い
が
、
労
働
組
合

が
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
す
れ

ば
、
会
社
は
拒
否
が
で
き
な

い
。
拒
否
す
れ
ば
不
当
労
働
行

為
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

　

12
月
12
日
労
働
福
祉
会
館
で

連
合
徳
島
２
０
１
５
青
年
委
員

会
総
会
を
開
催
し
、
11
構
成
組

織
か
ら
40
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
青
年
委
員
会
を
代
表

し
、
小
畑
委
員
長（
電
力
総
連
）

が
、「
連
合
は『
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
』
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今

年
は
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
阻
止
の
運
動
を
展
開
し
た

が
、安
倍
政
権
は
数
の
力
で
、労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
を
し
、
さ

ら
に
、
安
保
法
案
も
国
民
の
多

数
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

強
行
採
決
を
行
っ
た
。ブ
ラ
ッ

ク
企
業
、ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
、パ

ワ
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。青
年
委
員

会
と
し
て
、
連
合
徳
島
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
改
悪
を

阻
止
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
く
。」
と
あ
い
さ
つ
。連
合
徳

島
森
本
会
長
か
ら「
今
年
は
、戦

後
70
年
の
節
目
で
、
連
合
徳
島

青
年
・
女
性
委
員
会
が
沖
縄
を

訪
問
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
等
の

平
和
学
習
会
を
企
画
し
た
が
台

風
で
中
止
に
な
り
、
11
月
に
高

松
で
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
・
女

性
委
員
会
の
平
和
学
習
会
開
催

し
た
。又
、来
夏
に
実
施
さ
れ
る

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ

い
て
は
、「
政
治
は
私
た
ち
の
生

活
に
直
結
し
、
す
べ
て
の
働
く

者
・
生
活
者
の
希
望
と
安
心
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
連
合
推
薦

立
候
補
予
定
者
全
員
の
当
選
に

向
け
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
」と
激
励
あ
い
さ
つ
。

　

総
会
は
菖
蒲
事
務
局
長
が
２

　

公
職
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

は
低
下
傾
向
を
た
ど
り
、
と
り

わ
け
20
代
前
半
の
若
者
の
投
票

率
低
下
に
歯
止
め
を
掛
け
よ
う

と
、
森
本
会
長
、
矢
鳴
副
会
長
、

島
事
務
局
長
は
14
日
、
徳
島
県

内
の
大
学
お
よ
び
商
業
施
設
等

に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る

よ
う
求
め
る
意
見
書
を
県
選
挙

管
理
委
員
会
に
提
出
し
た
。

　

意
見
書
で
は
６
月
か
ら
選
挙

権
年
齢
の
引
き
下
げ
ら
れ
る
中

で
、
日
本
が
抱
え
る
諸
課
題
と

向
き
合
い
、
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
世
代
の
若
者

に
、
政
治
参
画
の
第
一
歩
と
し

て
の
投
票
行
動
を
促
進
す
る
環

境
整
備
が
必
要
だ
と
指
摘
。大

学
や
商
業
施
設
等
に
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
投
票

率
の
伸
長
が
期
待
で
き
る
と
し

て
、
市
町
村
選
管
に
設
置
を
促

す
こ
と
を
求
め
た
。

の
未
払
い
等
に
関
す
る
相
談
が

12
件
寄
せ
ら
れ
た
。

０
１
５
年
度
活
動
・
会
計
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
６

年
の
活
動
方
針
で
は
①
幹
事
会

の
定
期
的
な
開
催
②
青
年
委
員

会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
③
女
性
委

員
会
と
の
合
同
研
修
会
の
実
施

な
ど
、が
提
案
さ
れ
、満
場
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。最
後
に
新

役
員
体
制
を
確
認
し
、
小
畑
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

と
激
励
あ
い
さ
つ
。

　

議
事
で
は
、
「
活
動
方
針

案
」
「
２
０
１
６
年
度
会
計
予

算
案
」
「
役
員
の
選
出
」
「
組

合
規
約
」
を
提
案
さ
れ
、
全
員

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い

て
、
島
執
行
委
員
長
か
ら
下
村

執
行
委
員
長
に
組
合
旗
を
贈

呈
。
下
村
新
執
行
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
結
成
大
会
を

終
え
た
。
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